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83 2005年度版鋼船規則 及 び1司検査 要領等 に お け る改 正 点の 解 説

　2003年 12月 に，特 殊 な設計 に 基 づ い て 建 造 され る 船舶の

船橋視界 に 関 す る IACS統
一

解釈SC　139が 改正 され，船橋

ウ イ ン グ か ら船側を視認 す る ため の 手段 と して ，遠 隔 操作

式 カ メ ラ 装 置 の 使用 が 認 め られ る こ と と な っ た、、こ れ を参

考 と して，当該手段 に関 する要件を定め た。

3．改正 の 内容

3．1　船の 長 さ

　（1）鋼 船 規 則 B 編 2章 2．1．2−1．（1）（x ）及 び畫岡船規 則 W 編 1章

　　 1．1，1 に お い て ，適用対象船舶 を 「全長が 55m 以 ヒの

　　 船舶」と改 め た 。
こ の 際，W 編 に お い て 用い られ て い

　　 た 「船 の 長 さ」の 定義 を 「乾弦用長 さ」か ら
一
般 用 語 で

　　 ある 「船 の 全長」に改 め た ため ，1．1，3 （8）を削除 した 。

　（2）鋼船規則 W 編 2章2．1．1及び検査要領W2 図 2．1，1−1に

　　 お い て ，船 首か ら海面 ま で の 見通 し距離 を 「船 の 全 長

　　 の 2倍又 は 500m 」と改 め た 。

3，2　船橋 ウイ ン グ からの視界に 関する同等手段

　検 査 要 領 W1 と して ，規 則 W 編 2．1．4 に 規 定 され る船橋 ウ

イ ン グか らの 船側 の 視 認 と同等の 手段 と して 認 め られ る遠

隔操作式 カ メ ラ 装 置 に関 する 具体 的 要件を新設 した、，こ れ

は ，船 橋 の 設 計 ヒウ イ ン グが 船側 まで 張 出 した構 造 とす る

こ とが 困 難 な 船舶 に対 し，宅管庁 の 了承 を得 た場 合 に 限 り

特例 と して 適用す る もの で ある 。

15．鋼船規則 B編及 び U編 ， 旅客船規則 ， 関連検査要領並び に船用材料 ・機器等の 承認及 び

　　　　　　　　　　　　　　　認定要領 に おける改正 点の解説

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （復原性計算機）

1．は じめ に

　2004年 11月 15日付け規則第62号及び 第66号／達第 56号

及 び 第 60 号 （外 国 籍 船 舶 用 親 則）並 び に 規則第57 号／達第

51 号及 び 第55号 （日本籍船舶用規則）に よ り，鋼船規則B

編及 び U 編，旅客船 規則 （外国 籍 船 舶用 規 則の み ），関連検

査要領並 び に 船用 材 料 ・機 器 等 の 承 認 及 び認 定 要 領 の
一

部

が 改正 さ れ た。以 下，改 正 され た規 則 につ い て 解説す る 。

以 降 に搭載 され る 復 原 性計算機 に 適 川 する こ と とな っ て い

るの に対 し，承認作業等の ス ケ ジ ュ
ー

ル や既 に着工 して い

る 船舶が ある こ と も考慮 し，2005年 1月 1凵以降 に起工 さ

れ る 新造船 の み に 適用 す る こ と と して い る 。（そ の 後，

IACS 統
一・
規則 L5が2005乍7月 1日以降に建造契約が 行われ

る船舶 に搭載 され る復原性計算機 に 適用する よ う改正 され

て お り，実 際 の 適 用 は こ れ に あ わせ る こ と と して い る。）

3．改正 の 内容

2．改正 の背景

　コ ン ピ ュ
ータ の 計算能力向上 及 び廉価化 に 伴い ，船舶 に

お い て も様 々 な情報等が コ ン ピ ュ
ー

タ で 管理 され る よ うに

な っ て い る，t ま た，　
・
部 の 船 舶 で は積付。1算機の 備付 け を

義務付 け て い る こ と もあ り，復 原 性計算 も コ ン ピ ュ
ータで

行 う船舶が 増加 して い る。こ の 場 合，承 認 され た復 原 姓資

料 に 掲載 さ れ て い な い 樹 J状態 に つ い て は，復 原 性 要 件 へ

の 適合 を コ ン ピ ュ
ー

タ に よ る 復原性 。 「算の 結果 に依存す る

傾 向が強 ま り，当該船舶 の 安全 性 を考 え る 時，そ の 計算精

度に も配 慮す る必 要 が あ る 。 IACS で は，こ れ らの 状況 に 鑑

み ，復 原 性 計算機 に 関す る統
一

要件 を検討 し，新た に 統
・

規則 L5 “Onboard　Computer　for　Stability　Calculations”
を

と りま とめ た。こ こ で は，復原 性計算機の 備付け 自体 を要

件化す る こ とは しな い もの の，復原 性資料 を補うもの と し

て 使用 さ れ る積付計算機 につ い て，そ の 計算精度等を規定

し，ソ フ トウ ェ ア と して 承認 を受ける こ と と して い る。こ

の た め本 会 にお い て も，統
一

規則 L5 を参考 に ，鋼船規則 U

編 に 復 原 性 計 算機 に 関す る要什 を規則化す る こ と と した 。

なお規則化 にあた っ て は，上 記統
一

規則 が 2005年 7月 1 日

　復 原 性資料の 備 付 け を鋼 船 規 則u 編 に 明示 し，こ れ を補

うもの と して 使用 され る復 原性計算機 を備える場 合 （船橋，

荷役制御室等で 使 川 す る た め に 復原 性計算機を備 える場 含

又 は船 Lの コ ン ビこL
一

タ に復原性計算用 の ソ フ トウ tL ア を

イ ン ス トール する 場合 をい う。）に つ い て ，当該計算機 に 関

す る 下 記の 要件 を規則化 した n また，こ れ らの 要件 に 適合

す る復 原性 計 算 機 （復 原 ［生計 算用 ソ フ トウ ェ ア ）の 承認に 関

す る事項 及 び検査 に 関 す る事項 を規 定 して い る 。

　（1）復原 性計算機 は ，承 認 され た 復原 性 資料 に従 っ て 作

　　 成 され ，適用 さ れ る 全 て の 要 件 に 関す る 計算 が 実 施

　　 ロ」
．
能なもの とす る こ と。つ まり， 復原 性計算機 の ソ

　　 フ トウ．L ア は，当該船舶 に 適用 される 復原性要件 に

　　 応 じて ，以 下 の 計算機能 を有す る もの とす る 必 要が

　　 ある 、，

　　 （a）タイ プ ユ ：個 々 の 積付状 態 につ い て 非損傷時復原

　　　　性要件 の 適合確認 計算を行える もの とす る。

　　 （b）タ イ プ 2 ： SOLAS 条 約 第 II−1章 B−1部 に規 定 され

　　　　 る 乾貨物船の 区 画 及 び損傷 時 復 原 性 要骨 が適 用 さ

　　　　れ る 船舶 に 搭載される もの にあ っ て は ，非損傷峙
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　　　復原 性計算機能 に加 え，損傷時 復原 性 要件 に よ る

　　　最 小 許 容 GOM 曲線等 の 制 限値を表す 図表又 は承

　 　 　 認 時 に確 認、され て い る積 付 状 態 の 表 示 に よ り損 傷

　　　時 復 原 性 要 件へ の 適合 が確認 で きる もの と する 。

　 （c＞タ イ プ3 ：SOLAS 条約第XII章の 損傷時復原性要

　　　件 が 適用 さ れ る ば ら 積貨物船，MARPOL 条約附

　　　属書 1の 区画及 び復原性要件 が 適用 され る油 タ ン

　　　カ
ー

や IBC コ
ードの 損傷時復原性要件 が適用 さ れ

　　　る 危険化学晶ば ら積運 搬船 に 搭載 さ れ る もの に あ

　　　っ て は，非損傷時復 原性 計算機 能 に加 え，個 々 の

　　　積付状態 に つ い て 損傷時復原性要件 の 適 合確．認計

　　　算 を行える もの とす る。

（2＞復 原 性 計 算 機 に よ る計 算 結 果 と承 認 され た復 原 性 資

　 料 との 誤差 は，原 則 と して 0とす るが，船体形 状 デ
ー

　 タか ら直接復 原 性要件 に 関 する 諸数値 を計算す る プ

　 ロ グ ラ ム を使 用 す る 場 合 に あ っ て は ，復原 性司算機

　 に よる 計算結果 と承認 され た復原性資料 との 誤差は，

　 表 1 に よ る こ と。

（3）復原 性計算機 は ，復原性計算 に お い て 必要 な全 て の

　 情報をデ
ー

タ と して 保持する もの とす る こ と。

（4）復原性計算機 の 使用 に お ける デ
ー

タ の 入 力及 び結果

　 の 出 力 は，承認 され た 復原 性資料 と容易 に 比 較 可 能

　 な もの とす る こ と 。

（5）復原 性 言1算機 に は，取扱説明書 が備 えられ る こ と。

（6）復 原 性 計 算 機 の 表 示 及 び 出力 並 び に取 扱 説 明書 にお

　 い て は，承認 され た復原 性資料 と同
一

の 言 語 が使 用

　 され て い る こ と。

（7）復 原 性 計 算機 に は，不 用 意 な プ ロ グ ラ ム 及 び デ
ー

タ

　 の 改造を防止する ため の 措置を講ずる こ と。

表 1 旅 客 船 規 則 10編 と鋼 船 規 則 T 編 等 との 対応

船体形状デ
ー

タに 関する数値 許容誤差

排水量 　 　 　 　2％ゴ．、
縦方向浮力中心位置 （船尾垂線から計測した値） 1％又 は50翩 の 大きい 方の 値

垂直方向浮力中 心高さ 1％又 は 5c規 の 大きい 方の 値

横方向浮力中 心 位置 （船体中 心線か ら計測 した値） 0，005β又 は 56〃〜の 大きい 方の 値　　　　　　　　　 一
縦方向浮面心 （船尾 乖 線か ら計測した値） 1％又 は50伽 の 大 きい 方 の 値

毎セ ンチ トリムモ
ー

メント 2％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
基線からの横 メタセ ンタ高さ 1％又 は 5c〃 zの 大きい 方の 値

基線か らの縦メタセ ンタ高 さ 1％又 は50朔 の 大きい 方の 値

復原力交叉 曲 線 50彫 規

区 画 データに 関す る数値

区画容積 又 は積載質量 2％

縦方向重心位置 （船尾垂線か ら計測した 値） 1％又 は50翩 の 大 きい 方の 値

基線か らの 垂直方向重心高さ 1％ 又 は 5c規 の 大きい 方の 値

横方 向重心位置 （船体 中心線か ら計測した 値） 0．005B 又 は 5c珊 の 大きい 方の 値

白由表面 モ
ー
メン ト 2％

縦／ 横傾斜モ ーメン ト 5％

区画 内 の 液 位 2％

トリム 及び 復原性 に 関する数値 ゴ．1．
喫水 〔船首、中央、船尾） 1％ 又は 5侃 の 大きい 方の 値

Cバグ （重心 から横メタセ ンタまで の 高 さ） 1％ 又は 5c彫 の 大きい 方の 値

GZ （横傾斜復原 てこ） 5％ 又 は 5翩 の 大きい 方の 値

自由表面影響 2％

海水流入角 2469名θε∫

平衡状態の 傾斜角度 14響ア召ε

水線 か ら閉鎖装置 を有 さない 開口 乂は 限界線 まで の 垂 直

距離

5％ 又 は50c辮 の 大きい 方の 値

復原力曲線と横軸 で囲まれ た 面積 5％ 又は0，0012恥 耀 4の 大きい 方の 値

注 ：表中
F

％
”

で 表示され て い る誤差は、復原性計算機による計算結果と承認された復原 性資料の 値の 差 の 復原 性資料の

　 値に対する割合 をい う。
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